
いよ
いよ２
０１８
年を迎
えまし
た。新

聞でもご存じのとお
り先の選挙で大勝し
たことを受けて憲法
改悪の議論を始めよ
うとしています。

今年は私たちくろ
つちにとって正念場
を迎えたといっても
過言ではありません。

安倍は日本国民を
北朝鮮から守るとし
てその抑止力として
最新ミサイル（JSM）
の購入や空母への改
造等々、その防衛費
は５兆円を越え戦争
ができる国づくりを
着実に進めています。
私たちくろつちも多
くの市民を巻き込み
ながら取り組みを強
化していかなければ
ならないと思います。

昨年「鹿児島弁フェ

スタ」が県民交流セ
ンターで行われまし
た。鹿児島弁で話を
し て 下 さ る 弁 士 が
「最後にどうしても
蛍という話がしたい」
と話されました。知
覧から飛び立った特
攻隊の話でした。そ
の若い特攻兵は最後
におばちゃんの蕎麦
が食べたいと言いな
がら戦地へ飛び立っ
たそうです。その日
の夕方、お店に一匹
の蛍が飛んできたそ
うです。親父さんは
「今頃蛍が飛んじょ
らい。」と気にも留
めなかったそうです

が、女将さんは「○
○君が蕎麦を食べに
帰ってきたよ。」と
涙を流しながらその
蛍を見たそうです。
しばらくしたら蛍は
消えていったそうで
す。

弁士の方は最後に、
最近世の中きな臭い
匂いがしていますが、
再び戦争を繰り返す
ことが決してないよ
うに！と話を閉じら
れました。

くろつちも高齢化
が進んではいますが、
健康第一で今年一年
元気で過ごしていき
ましょう。

屋久島以南の海で
とれる夜光貝は，重
厚な殻の裏側に真珠
層があり，古くから
螺 鈿 ( ら で ん ) 細 工
（装飾細工）の材料
として重宝されてい
ます。

１１月１９日（日）
の午前中，鹿屋東地
区学習センターで，
共助会の室屋龍治理
事長が材料一式を準
備されその指導を受
け，２０名の参加者
が夜光貝の簡単なア
クセサリー作りに取
り組みました。

専門的には，グラ
インダーやダイヤモ
ンドカッターなどい
ろいろな道具を使い
細工していくそうで
すが，今回は室屋さ
んがあらかじめ準備
されたいろんな形の
夜光貝チップをそれ

ぞれもらって，耐水
ペーパー（荒いのか
ら細かいのまで１０
枚）で順番に丁寧に
磨くこと２時間近く。
世界に１個だけのア
クセサリーの完成で
す。

皆さんそれぞれに
素晴らしい光沢をもっ
た作品ができました。
鎖をつけてペンダン
トの出来上がり。楽
しい時間となりまし
た。

（事務局 矢野務）

１ ２月 １ 日第 一 金
曜 日 １７ 時 、も う 辺

り は 夕闇 が 迫っ て い
る 中 、リ ナ シテ ィ ー

前 の 交差 点 付近 で 脱
原 発 、戦 争 法反 対 を

訴えました。

１月 は実 施し ませ
んでしたが、次回は

２月２日（金）
１７時～

イベン ト広場で スタ
ンディングアピール
を実施します。

（↑写真12/1）
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くろつち便り

松尾広豊美

くろつち会に寄付
会員の中村義彦さ

んから五千円のご寄
付を頂きました。

なお、１１月、お
連れ合いさんの田鶴

さんがお亡くなりに
なったそうです。謹

んでお悔やみ申し上
げます。

共助会 夜光貝細工

内容：新年の挨拶／野草折々11ｻﾂﾏｻﾝｷﾗｲ
共助会夜光貝細工11/19
戦跡巡りバスツアー11/26／金曜集会
学習会・忘年会／基地米軍支援恒常化
お知らせ:憲法学習会（明日１７日）ほか

金曜集会－原発廃炉まで続けよう！



１２月３日（日）、
くろつち会学習会が
千成でありました。

テーマは原発に頼ら
ない電気でした。
（報告 内俊朗）

オール電化したいが

こ の 地 区 に は

営業所はないよ

うだが・・・

もし故障したら？

点検や検診は？

屋根にソーラーをのせ

た方が良いか？

さすがは、くろつ
ち会、次々に意見が
出てきました。
○ 大 規
模 な 太
陽 光 発
電 所 が
で き て
いるが、
森 林 や
自 然 破
壊につながるのでは
ないか。
○昔のように、マキ

風呂や
マキス
トーブ
などを
利用し
て節電
すると
いう考

えが必要だと思う。
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太 陽 ガ ス の 社 員 が 二

人来られて、会社の紹

介や事業の説明があり

ました。

・本 社は伊集院町 に

あり、 LPガスの販売が主であるが、電力

自由化で電力の小売事業を始めた。

・地産地消のエネルギーとして、市民共

同発電所（太陽光）、水力発電所、風力

発電の活用をしている。

・県内だけでなく、県外へも活動を広げ、

原発に疑問を持たれる小田原のカマボコ

屋の社長、ワタミ小出社長、ウオタミな

どと提携し、５０年先、１００年先の未

来を考えている。

・収益の一部を子ども食堂や母子家庭な

どに援助している。

・ 小 平 社 長 は ド イ ツ 留 学 の 経 験 を し 、

「原発いりません」の考えである。

・その他懇切に説明されました。

会員からの質問や意見

落 雷 や 停 電
の修理などは
今まで通り九
電がする。

今の段階では
料金が上がるので、
もう少し待って。

都 城 に 支 店
がある。

点 検は電気保 安協
会が担当し、検診は
通信機器つきのメー
ターで、やがては検
診はなくなる。

屋根の状況や工事
費などを考えて、決
めてほしい。（あ る 感想 ） 十分 に は

理解できなかったけど、
電話会社を自分に有利な
会社に変えるようなもの
かなと思った。

問い 合 わ せ 連 絡 先 は 次
の通りです。

鹿児島県学校生協
Tel 099-225-2666

迫田弘昭
太陽ガス

Tel 099-273-5177
Fax 099-273-2678

肝 付 町 で
最終処分問

題が・・

図：太陽ガスのパンフレットより



忘年会は例年に比
べて少ない３６名の
参加者でしたが、車
座での対話やマイク

を握ってのスピーチ
などで雰囲気はとて
も盛り上がりました。
（報告：野口幸司郎）

安 倍 自 公 政 権 は
「憲法改悪への歩み」
を急速に進めていま
す。改悪賛成賛同派
多数のため、国民投
票までの障害は何に
もありません。現職
公務員は反対運動な

どはできない、テレ
ビをはじめマスコミ
への宣伝は自由、金
のある側が勝つに決
まっています。

金なく、高齢化し
た私たちにできるこ
とは身近にいる知人

に現憲法の内容貴重
さを伝える事だけで
す。私たちはこの憲
法のもとで、平和を、
自由を、多くの権利
を満喫してきました。
子や孫にもこのこと
の貴重さを継承させ
なければならないの
ではないでしょうか。

世界に誇るこの現
憲法を再度学び直し、
理解を深め、自信を
もって、いつでもど
こでもだれにでも、
現憲法を守り育てる
大切さを訴える力を

つけておきたい、こ
の願いからこの憲法
学習会を持つことを
計画しました。

偉い学者さんはお
出でになりません。
学習テキストは９条
の会おおすみで準備
します。何としても
一年間は続けたいと
決意しています。ぜ
ひ！ぜひ！
たくさんのご参加を
お待ちしています。

９条の会おおすみ
松下德二
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（来賓：柳誠子さん）
復 興と い う 名 の 箱物 行 政
の オン パ レ ー ド にな っ て
い る。 施 設 は で きて も 多
く の 人 々 が 帰 還 し な い
（ でき な い ） 。 原発 に 頼
らない社会を目指したい。

（乾杯の挨拶）
老いと死は待ってくれな
いが、最後までどう生き
るかが勝負だ。より良い
社会に変えていくために
生き頑張り続けたい。

（会員への提案）
東 北は現 地に 行っ て自 分の
目 で確か める べき だ。 くろ
つ ち会で 企画 が困 難な ら県
退教でできないか。

（条例制定の訴え）
各市町村議会で放射性廃棄
物拒否条例を採択するべき。

※東串良町議会（全会一致で採択）、鹿

屋市議会（8対17で否決）。肝付町議会

（条例を調査する特別委員会設置を可決）

2017年12月現在

くろつちの皆さん 緊急お願い
「憲法学習会」にご出席ください。

毎月 第３水曜日 午後６時～

会場：肝属教育会館:第１回目は明日１７日



１ １ 月 ２ ６ 日
（ 日 ） 午 前 ９ 時 ，
鹿 屋 市 商 工 会 議 所
駐 車 場 を 中 型 バ ス
で 出 発 し ま し た 。
鹿 屋 市 平 和 学 習 ガ
イ ド 迫 睦 子 さ ん の
詳 し い 説 明 に 参 加
し た ２ ０ 名 の 現 退
職 者 の み な さ ん ，
熱 心 に 聞 き 入 っ て
い ま した 。

ま ず ， 野 里 の 人
間 爆 弾 「 桜 花 」 の
碑 ， 山 下 部 落 跡 地
の 碑 ， 旧 野 里 小 学
校 跡 地 な ど で じ っ
く り 話 を 聞 き ， 当
時 の 人 々 の 想 像 を

絶 す る と し か 言 い
よ う の な い 運 命 に
思 い を 寄 せ る こ と
で した 。

川 東 掩 体 壕 で は
当 時 こ の 掩 体 壕 作
り に 参 加 さ れ た 藤
井 イ ク エ 先 生 の お
話 も 聞 け て ビ ッ ク
リ す る こ と で し た。
海 軍 航 空 隊 串 良 基
地 地 下 壕 第 一 電 信
室 跡 は ， そ の 敷 地
内 に お 住 い の 外 内
(と のち )さん がしっ
か り 管 理 さ れ て い
た よ う で ， 貴 重 な
戦 跡 と し て 残 っ て
い ます 。

近 年 ， 鹿 屋 市 が
戦 跡 や 周 辺 道 路 や
駐 車 場 な ど 整 備 し，
大 型 バ ス も 十 分 駐
車 で き る ス ペ ー ス
が あ る の で ， こ れ
か ら 多 く の 児 童 生
徒 の 皆 さ ん が 平 和
学 習 の 一 環 と し て
利 用 で き る 機 会 が

増 え そ う な 気 が し
ま す 。

午 後 ０ 時 鹿 屋 市
商 工 会 議 所 駐 車 場
着 。 途 中 雨 が 降 り
出 し ま し た が ， 皆
さ ん い い 勉 強 し ま
し た 。
(事 務局 矢 野務 ）

あ あ や っ ぱ り 、

と 思 っ た の は 僕 だ

け で は あ る ま い 。

６ 日 付 け 新 聞 を 見

た ら 標 題 の 記 事 が

目 に 飛 び 込 ん で き

て 驚 いた 。

鹿 屋 基 地 は も う

何 年 も 前 か ら 恒 常

的 に 米 軍 へ の 補 給

活 動 を や っ て い た、

と いう の で ある 。

１ ２ 月 の 学 習 会

の 折 、 米 永 市 議 が

挨 拶 の 中 で 、 航 空

自 衛 隊 視 察 の 際 の

話 と し て 、 あ る 隊

員 の 「 一 番 戦 争 を

し て 欲 し く な い と

思 っ て い る の は 自

衛 隊 員 だ 」 と い う

言 葉 を 紹 介 さ れ た。

恐 ら く そ う だ ろ

う な と 思 う 。 し か

し 、 彼 ら は こ の 恒

常 化 し た 姿 を 、 ど

う い っ た 思 い で 見

て き た ん だ ろ う か。

米 軍 給 油 訓 練 用 の

駐 機 場 も 完 成 し て

訓 練 受 け 入 れ 準 備

が 整 っ た そ う だ が、

こ う い う 現 実 を ど

う い っ た 思 い で み

て い る ん だ ろ う か。

一 旦 有 事 に な れ

ば 、 専 門 家 が 指 摘

す る ま で も な く 、

中 継 基 地 と な り 、

攻 撃 目 標 に な る の

は 誰 の 目 に も 明 ら

か で あ る 。 「九条」

が益々大事になって

くる。（樋園）
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サツマサンキライ（ユリ科）

飯山春 男さんに身 近な植物を紹 介し
ていただいています。

海 岸 林 に 生 育 す る つ る 性 の 常 緑

低木 で 、 九 州南 部 ～ 琉球 に 分 布。

大 隅 半 島 で は 、 内 之 浦 ～ 佐 多 の

海岸 で み ら れる 。

晩 秋 か ら 初 冬 に か け て 黄 赤 色 の

花を さ か せ る。

同 じ 仲 間 の サ ル ト リ イ バ ラ は 春

に 花 を 咲 か せ 、 秋 に な る と 落 葉 す

る。

写 真 は 2017年 12月 23日 島 泊 海 岸

鹿屋市戦跡巡りバスツアー


